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───────────────────────






これは私の意志ではないのか。そうだ、たぶん私の意志ではない、いつも。
私は目の前に散らばった道具である。気の抜けた刺激剤だ。
感覚は変化しているのに私は目の前に棄てられる感覚に苛まれ続け変化の余剰をもつ賭けに負ける、いつもだ。
書いても書いても言葉は弱く掴まるたびに崩れて落ちる。
苦しくなってはまた書いてまた掴まっては崩れ落ちる。
言葉の本質をはき違える私は言葉の意味や存在に罪を負っているのだ。
そうしてまた後ろめたさに崩れ落ちる私の弱さにさらなる罪の意識が生じる。
同じことの繰り返し繰り返しが続く…。
止むことのない誘惑の波間で生きてみようと思わされている繰り返し。
光に溶ける残像は収縮して取り出されることのない出来事の成れの果ての粆。
気味悪く宙に浮いてる喉仏が人の形を成している…。





寂しさのない孤独にすでに閉ざされていた私は遠くの空の残響であり、すでに充たされていた私は求めることを忘れる諦念に扮装をして、並べられた人間たちのように幸せの真似をする。そう取り繕う私を許せないのに、未だやめることができない。いつもだ。これは前にも言ったはず。
所詮私は狭い空間の空転の自動運動でしかなく、私の世界とは迷宮の彷徨への憧れでしかない。現実に誘導する私の夢が見続けた世界への当てつけの幻視、いつも…。
たとえそこに私が必要とされても「されることがあるのか？」私がこの空間に私として居れないのならば、そしてそのことを知っていたら「知ることができる？」それなら、今度こそためらいなく「ためらいなく？」ためらいなく断ち切ることができるのに。散らばった道具に絡まる糸を。



空白の余剰を楽しめるほどの寛容さは私から無くなってしまったようだ。
理解できないものに対して怒りに満ち溢れている。いまでも時折、生半な甘い刺激に揺れ動いてしまう私が許せない。脈拍を掻き消そうとする風の音は大きくなり、記憶が散りばめられている輝きは遠くへと去り続ける。所詮焼き直し繰り返しだ。真っ暗な深みにはまってゆく欲望が、昼も夜も見境なく心を貫いている。安易に満たそうとするあまり、言葉だけの快楽を求め言葉からすべてを見ようとしてしまう。雪崩れ込む音は鎖に絡まり垂れ落ちて耳障りな音へと変わり「泥へ頭を突き刺す」真実を探すこと自体が目的になっているように言葉を探っている。言葉の継ぎ目の綻びに沈んでいく大切な重さ「見ていられない」とても醜悪な欲望の燃え尽きる崩壊の前の軋みが「きこえている」幻をなぎ倒していくことに身体は反発して手は震えている。悪寒がする。無に落ちて塵芥にまみれ死だけを抱きしめる終わりが視える。それでもなお書かずにはいられないのは生理的な反応か。いつもいつもだ、意志ではない。




灯が消えた天を雨漏りのような影が侵食し始める。
真実を貪る強欲な影は女の姿をしているのだ。おそらく、いつも。
彼女は肉体の感覚を直ぐにでも手放そうとする。しかし死は彼女のものではない。
彼女は死なないのだ。私の精神に対して無関心に触れている。
永遠の袂から洗い流された虫と獣の合いの子のように喚きだす…彼女
「わたしを傷つけられるのは言葉だけ」
私の肉体や精神を心の底から嘲って笑う。
私の血や縁が絶えていく未来を嬉々として受け入れる…彼女
「そんなわたしが嫌い？『そうだ』と言いなさい」
命令。



「そうだ」と言えばお前を消し去ってしまえる。その後に残されるのは一過性の悲しみだけ。持続している過去へと早々に追いやってしまえるはず。私はなぜ躊躇っている？いつも。
燃える力に憑かれた揺りかごから脱し、擬似のものに騙されて、情を侍らすための皮と頭と喉の腫瘍のようなわだかまりと、緩慢な生たちの奴隷になるべきだ。この深さと思しき部分を封じるべきなのだ。もはや軽蔑心からでも構わない。お前は私に跪くべきである「嘘。消すには足りない」死にたくないのだ。

彼女の影から垂れ下がった糸がたぐまり絡まる。静かに響きだす胎動を聞いてはいけない。何も見てはいけない。もはや言い尽くされている無知。私は奥底を知ろうと願う必要はない。はじめから知らなければよかったのに、それでも知ろうとして罪を犯し続けているのだから。しかしまたお前を呼び寄せたのは私か？　くだらない、前にも言ったはずだ。触れないでくれ「狂って。それは消せない」死にたくないのだ。




いっそのこと酔った者どもの幻想に小便をかけてしまいたい。
しみったれた同調や共感には糞をぶち撒けてしまいたい。
救いようもなくうち捨てられている私の醜態を晒してしまいたい。
そうやって小さな虫のように私が潰されてしまえば、お前に対する情を持つことができるはずなのだ。羨ましいと思う人間たちが「可哀想に」こちらをみるだろう。いまの私はどちらの視線でいるのだろうか。太陽は黒いままのはずだ。

私の本心では…心が本当なら「白々しい」泣き喚いているお前が愛おしくてたまらない「知ってるわ」だから私はお前が死んでくれればいいと思うのだ「憐れなひと」お前は私がいなければ生きられないのだ「そう」だと言え。
命令。



凍った糸が収斂し震えて切れる。影から吐かれた糸が壁から撓んで落ちる。糸が私の足元を絡めとり蠕動する「思い出したくない」記憶に依存している限りお前が泣き喚き嘆き…。なぜ無くなっていってしまうのかと繰り返し繰り返し繰り返し「何度目？」言葉で犯された醜態を私に晒してくれ。

時が澱む桑の実の色に「閉じ込めて」なぞる私の指に身悶えている口唇期。時に沈むすみれ色に捻じり込まれていく音節に「見ないで」ながされた液に痙攣する肉片と色の満ち欠けに垂れる心。もう言葉が尽きたのは「これで何度目？」黒くて長い渦虫が何本も何本も何本も何本も…「のたうっているの、きこえる？」分かってるさ。あとはただくたびれた感情に「不毛な眼を潰して」締めつけるそれはもう言葉ではない。最も深い場所ではお前と私だけが「交わっているの、みえる？」さらに締めつける言葉で。分かっているさ。






溶け出すものに混ざっている「いらない子」お前を考えずとも私はいるのだ。
気色の悪い妄念で溢れかえる頭を開き「愚かね」何度でも見つけてあげよう。
その醜くおぞましい心を理由に「違うわ」何度でも美しいと言ってあげよう。
正しく狂う太陽のように輝いて「馬鹿ね」何度でも潰してあげよう。
逆流する血液と口いっぱいの砂の味に何度でも…「わかる？」
『お前には私がいなければならないのだ』
「わたしのほうが強いのよ」
命令。



よく分かっているさ。奥まで覗けるはずなのも分かっている。決して踏み込むことができないのも分かっている。私はつねにいつも分かっている。境界線に垂れる影が重い、光を差し込まなければいけない。ナイフの刃を胸に当て下から上へ喉から臍までを鮮やかに切らなければいけない。裂いた皮と肉のすき間に指を入れなければならない。傷に縒れて皺のついた皮膚を伸ばさなければならない。
世界と繫がっている足首から澱んだ幻に犯された頭へ。腹部から胸元へ。静かに滴り落ちる血の温かさ。産まれたばかりの言葉を紡ぐ、たどたどしさから溢れる糸が肉体を描き絡んでいる。未消化の愛が口元に下り、ゆっくりと吐き戻す。床に映った空が胃液で汚され、赤く垂れた鼻水が震えて滲む何度目かの排出。痙攣している顔が鬱血しとろけるような鈍い輝きを増している。唇の反射だけで泣いている厳かな微笑み。嘔吐物は床に溢れて粘つき糸を引いている。腹には血が抜け切った臓器しか残っていない。それほどまでに何度も何度も時間が過ぎた。血は色を変える。



重い影が根元にうねって落ちる。彼女の黒い眼を見つける。いつも。
その黒さに秘められている解離性の麻痺した鈍い痛み。
その純粋な解放感に悦楽する。夜明けまでの麻薬。
青さを受け入れることを悩んでいる朝。
風に靡く布切れ同然の存在を喰い破って彼女は離れる。
垂れ続ける糸を辿って再び求めに戻ってくるまで何度も太陽が必要？そうだろう。

彼女は与えられた火で手足をたくさん生やす。窒息しないように言葉を遠くに隠す。
心臓に戻るための虚しさを覚えている。彼女から垂れる血は石でできている。
咥えきれなくなった肉片を与えるため足元から降りていく。口づける。
そして流し込むのだ。吐き戻すまで流し込む、繰り返し流し込む。
何度も崩れ流れ繰り返し落ちてくる。掬いとり拾いあげ積みかさねる私が発生する。
これは強迫的な命令による。
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